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出販されてからやがて 2年になるこの本が， なお魅力を示すのは抗不安作屠と
鎮静作男が分離できるかどうかの開題， 言葉をかえれば抗不安薬と鎮静薬の糧神
薬理学的な差異について論じている点にある。s!Pち精神・神経薬理学および臨床
の著名な専門家たちが，この主題を 5つの部門に分けて述べた。初めに Villene・ 
uve，A.は“ CinicalDi茸erencesbetween Anxiolytics and Sedatives"と
題して， i鎮静作用と抗不安作用を臨床的に分類することは難しいが，質的量的な
違い誌ある。鎮静辻抗不安作用より一憲全体的な現象であム抗不安作用はより
特異的なものである。抗不安薬は主な臨床効果が抗不安作用であり，鎮静を生じ
ることはない。Jと述べている。次に Janke，W.，Debus，G.と Longo，N.は 
“Di五erentialPsychopharmacology of Tranquilizing and Sedating Drugs" 
として訴事j薬についていろいろの角震から検討している。 3番目立 Simon，P.と 
Soubriえ P.が“ Behavioral Studies to D通erentiateAnxiolytic and Sed-
ative Activity of the Tranquilizing Drugs"の中で向精神薬，催眠薬，アノレ
コ}ノレ，ベンゾジアゼピン誘導体，抗ヒスタミン薬， ある蓮の 5・アドレナヲン効
果遮断薬について比較し， 大脳辺縁系と行動の関採さらに鎮静について述べてい
る。 Valzelli，L.は“ E宜ectof Sedatives and Anxiolytics on Aggressivity " 
として抗ヒスタミン薬，パルピツール酸誘導鉢， フェノチアジン誘導体， ブチロ
フェノン誘導体， レセルピンおよびその誘導体等を鎮静薬としてまとめ， メプロ
パメートおよびベンゾジアゼ、ピン誘導体の抗不安薬の群と並べてそれぞれの技攻
撃作用を比較検討した。全ての薬物についてではないにせよ抗攻撃作用のある薬
物が少ない用量でかえって実験動物や人における攻撃性を一部増加させるものも
あることにも注意を喚起している。最後に Schallek，W. と Schlosser，W.は 
“Neuropharmacology of Sedatives and Anxiolytics"と題して鎮静薬による
眠気と騒幹鰐様鉢との標保， “barbiturate bursts"と視床との関係について述
べ，扇挽核， 海馬等への影響についても検討している。 さらに鎮静薬と抗不安薬
の中枢性第弛緩作用を解説し， さらに脊髄に対するパルゼツール酸誘導f本とベン
ゾジアゼピン誘導体との作用の違いを述べている。
パノレビツール殻誘導体のような一種の鎮静薬は量によっては抗不安存用を示す
と言えるが， 抗不安薬が鎮静作用をもつかどうかは疑わしい。 この点は今後も靖
神・神経薬理学的に一層あきらかにして行くべき問題であるが，本書では以上5
つの部門でそれぞれの立場で可能なかぎり鎮静薬と抗不安薬の砦徴ならびに違い
について著述しであるので， この分野に興味ある人々にとって有用な本と思われ
る 。(植村展子)
〔千葉医学， 57，146，1981J 
